Formation and dynamical evolution of globular cluster by 長谷川 賢二
Formation and dynamical evolution of globular
cluster
著者 長谷川 賢二
内容記述 Thesis (Ph. D. in Physics)--University of
Tsukuba, (A), no. 4565, 2008.3.25
"February 2008"--Cover















学 位 の 種 類 博　　士（物 理 学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4565　号
学位授与年月日 平成 20 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学位論文題目 Formation and Dynamical Evolution of Globular Cluster
（球状星団の形成と力学進化）
主　査 筑波大学教授 理学博士 中　井　直　正
副　査 筑波大学教授 理学博士 梅　村　雅　之
副　査 筑波大学講師 博士（理学） 吉　川　耕　司
副　査 国立天文台教授 理学博士 有　本　信　雄
【102】


















審 査 の 結 果 の 要 旨
　球状星団は，矮小楕円銀河と同程度の質量でありながら，数桁高い星数密度をもつコンパクトな天体であ
る。球状星団形成の理論モデルは，これまでもいくつか提唱されてきたが，高密度の起源について物理的な
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説明に成功した理論はない。最近の観測により，球状星団の多くが宇宙再電離後に形成されたことが示唆さ
れており，球状星団形成を考える上で，紫外線背景放射が重要な役割を果たしている可能性がある。本論文
は，この点に着目し，これまで考えられてこなかった紫外線背景放射の効果を採り入れて，球状星団形成の
数値シミュレーションを行ったものである。結果として，紫外線背景放射の存在により，超音速で重力収縮
するガス雲のみが選択的に生き残り，これが高密度の星団系の形成につながることが明らかになった。また，
この星団形成に引き続く力学進化に関する 3次元 N体シミュレーションにより，形成された星団は球状星
団の観測的性質をよく説明できることがわかった。本論文は，球状星団形成について，高密度性を含めた観
測の諸性質を，紫外線背景放射の効果を考えることによって説明できることを初めて示したものであり，そ
の学術的価値は高く評価される。
　よって，著者は博士（物理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
